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平
成
22
年
か
ら
３
回
の
統
合
を
経
て
、
10
周
年
と

い
う
節
目
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
の
間
、
公
益
社
団
法
人
へ
の
移
行
、
セ
ン
タ
ー

事
務
所
の
移
転
、
適
正
就
業
の
確
保
な
ど
様
々
な
取

組
み
を
実
行
し
て
参
り
ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に

栃
木
市
を
は
じ
め
、
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連

合
会
や
関
係
諸
団
体
の
ご
指
導
、
ご
支
援
並
び
に
会

員
の
皆
様
の
ご
尽
力
の
賜
で
あ
り
、
深
く
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　
当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
「
自
主
・
自
立
」
「
共
働
・

共
助
」
の
基
本
理
念
の
も
と
会
員
が
主
体
と
な
っ
て

各
種
就
業
、
企
業
へ
の
派
遣
業
務
、
特
技
を
生
か
し

た
独
自
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
会
員
相
互
の
親
睦
を
図
る
た
め
地
域
班
を

中
心
に
カ
ラ
オ
ケ
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
な
ど
各
種

ク
ラ
ブ
活
動
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
よ
り
地
域
に
密
着
し
た
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。
引
き
続

き
、
当
セ
ン
タ
ー
の
ご
利
用
と
ご
支
援
を
お
願
い
申

し
上
げ
る
と
と
も
に
、
会
員
の
皆
様
に
は
「
お
客
様

第
一
」
「
安
全
第
一
」
「
健
康
第
一
」
を
旨
に
就
業

に
励
ん
で
い
た
だ
き
、
更
な
る
地
域
貢
献
を
果
た
し

て
参
り
ま
し
ょ
う
。 「

地
域
密
着
の
セ
ン
タ
ー
を

　
　
　
　
　
　
　  

目
指
し
て
」

理　
事　
長

　
　
　
野　
尻　
　
孝
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生　き　が　い （２）

小堀議長、梅澤副議長へ 大川市長へ

【
統
合
10
年
の
歩
み
】
　

平
成
２２
年
４
月　
栃
木
・
藤
岡
・
都
賀
・
大
平
シ
ル
バ
ー
統
合

平
成
２３
年
10
月 
西
方
シ
ル
バ
ー
統
合

平
成
２５
年
10
月 
岩
舟
シ
ル
バ
ー
統
合

平
成
２７
年
11
月 
統
合
５
周
年
記
念
式
典
挙
行

【
平
成
２８
年
度
】

４
月
〜
1
月　
　
各
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
及
び
Ｐ
Ｒ
活
動

６
月　
　
　
　
　
定
時
総
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
写
真
①
】

７
月　
　
　
　
　
市
長
へ
の
要
請
活
動

９
月
〜
10
月 

パ
ソ
コ
ン
講
習
会　

10
月　
　
　
　
　
健
康
づ
く
り
教
室

11
月　
　
　
　
　
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
講
習
会

１
月　
　
　
　
　
刈
払
機
講
習
会

２
月　
　
　
　
　
植
木
講
習
会

３
月　
　
　
　
　
健
康
体
操
教
室
、
襖
張
り
技
能
講
習
会
【
写
真
②
】

３
月　
　
　
　
　
第
三
次
再
編
基
本
計
画
作
成

【
平
成
２９
年
度
】

４
月　
　
　
　
　
栃
木
、
北
部
、
南
部
体
制
開
始

４
月
〜
２
月　
　
各
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
及
び
Ｐ
Ｒ
活
動

６
月　
　
　
　
　
定
時
総
会
【
写
真
③
】

７
月　
　
　
　
　
市
長
へ
の
要
請
活
動

９
月
〜
10
月 

パ
ソ
コ
ン
講
習
会

10
月　
　
　
 

デ
ュ
ー
ク
更
家
公
認
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
講
習
会

10
月　
　
　
 

西
方
女
性
会
員
意
見
交
換
会

11
月 
 

北
部
事
業
所
事
務
所
移
転
、
職
員
管
理
計
画
作
成

11
月　
　
　
 

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
講
習
会
【
写
真
④
】

１
月　
　
　
　
 
植
木
、
草
刈
班
意
見
交
換
会

１
月　
　
　
　
 
岩
舟
女
性
会
員
意
見
交
換
会

1
月
〜
2
月 

お
客
様
満
足
度
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施

３
月　
　
　
　
 
植
木
講
習
会
、
健
康
体
操
教
室
【
写
真
⑤
】

３
月 
 

例
規
改
正
業
務
完
了

【
平
成
３０
年
度
】

４
月　
　
　
　
　
栃
木
、
北
部
、
南
部
の
三
事
業
所
と

　
　
　
　
　
　
　
西
方
、
大
平
、
岩
舟
の
三
連
絡
所
体
制
開
始

４
月
〜
12
月　
　
各
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
及
び
Ｐ
Ｒ
活
動

①

③

②

④

⑥

⑤



生　き　が　い（３）

６
月　
　
　
　
　
定
時
総
会
、
会
員
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施

７
月　
　
　
　
　
市
長
へ
の
要
請
活
動

９
月　
　
　
　
　
パ
ソ
コ
ン
講
習
会

10
月　
　
　
　
　
ロ
コ
モ
体
操
教
室

10
月　
　
　
　
　
合
同
地
域
班
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
交
流
大
会【
写
真
⑥
】

11
月　
　
　
　
　
女
性
会
員
交
流
会
（
全
地
域
）

１
月　
　
　
　
　
刈
払
機
講
習
会
、
交
通
安
全
講
習
会
【
写
真
⑦
】　

２
月　
　
　
　
　
健
康
体
操
教
室
、
意
見
交
換
会

２
月　
　
　
　
　
先
進
地
視
察
研
修
（
香
取
市
）

２
月　
　
　
　
　
職
群
班
長
、
役
員
合
同
会
議

３
月　
　
　
　
　
植
木
講
習
会

【
令
和
元
年
度
】

４
月
〜
12
月　
　
各
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
及
び
Ｐ
Ｒ
活
動

６
月　
　
　
　
　
定
時
総
会

７
月
〜
１
月　
　
刈
払
機
講
習
会

８
月　
　
　
　
　
市
長
へ
の
要
請
活
動
【
写
真
⑧
】　

９
月　
　
　
　
　
パ
ソ
コ
ン
講
習
会
、
表
具
講
習
会
、
植
木
講
習
会　

10
月　
　
　
　
　
台
風
19
号
に
よ
り
栃
木
市
被
災

12
月　
　
　
　

   

接
遇
研
修
会

１
月　
　
　
　
　
植
木
講
習
会

２
月　
　
　
　
　
先
進
地
視
察
研
修
（
日
光
市
、
久
喜
市
） 【
写
真
⑨
】

２
月　
　
　
　
　
合
同
カ
ラ
オ
ケ
交
流
会
【
写
真
⑩
】

２
月　
　
　
　
　
交
通
安
全
講
習
会

【
令
和
２
年
度
】

６
月　
　
　
　
　
定
時
総
会

６
月　
　
　
　
　
本
部
事
務
所
を
日
ノ
出
町
か
ら
入
舟
町
へ
移
転【
写
真
⑪
】

８
月　
　
　
　
　
市
長
へ
の
要
請
活
動

９
月　
　
　
　
　
パ
ソ
コ
ン
講
習
会

10
月
〜
12
月      

各
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
及
び
Ｐ
Ｒ
活
動【
写
真
⑫
】

11
月　
　
　
　
　
合
同
地
域
班
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
交
流
大
会

12
月　
　
　
　

   

県
シ
連
と
の
意
見
交
換
会

１
月　
　
　
　
　
刃
物
研
ぎ
を
楽
習
館
へ
移
転

１
月 
　
　
　

  

植
木
講
習
会

３
月 
　
　
　

  

北
部
事
業
所
を
都
賀
か
ら
西
方
へ
移
転

⑦⑩

⑨⑫

⑧⑪



生　き　が　い （４）
｢

統
合
10
周
年
に
寄
せ
て｣栃

木
市
長

　
大　
川　
秀　
子

｢

統
合
10
周
年
を
祝
し
て｣

公
益
財
団
法
人

栃
木
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

連
合
会　
理
事
長

　
　
　
冨　
田　
哲　
夫

　
公
益
社
団
法
人
栃
木
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
が
統
合
10
周
年
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
を

心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
貴
セ
ン
タ
ー
は
、
「
自
主
・
自
立
、
共
働
・
共

助
」
の
基
本
理
念
を
掲
げ
、
平
成
22
年
４
月
の
１

市
３
町
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
統
合
等
を
経

て
、
県
内
で
２
番
目
の
規
模
を
誇
る
セ
ン
タ
ー
と

し
て
大
き
な
業
績
を
あ
げ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
役

員
並
び
に
会
員
の
皆
さ
ま
の
ご
尽
力
に
敬
意
を
表

し
ま
す
。

　
本
市
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
高
齢
化
が
ま
す
ま

す
進
展
す
る
中
、
働
く
意
欲
と
能
力
の
あ
る
高
齢

者
が
活
躍
す
る
場
と
し
て
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
持
つ
意
義
や
役
割
は
重
要
で
あ
り
、
地
域

に
お
け
る
高
齢
者
の
就
業
、
交
流
の
拠
点
と
し
て

大
き
な
期
待
を
寄
せ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
今
後

と
も
高
齢
者
の
方
々
が
い
き
い
き
と
活
躍
で
き
る

就
業
機
会
の
確
保
に
向
け
て
、
精
一
杯
応
援
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
最
後
に
、
栃
木
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

益
々
の
ご
発
展
と
、
会
員
の
皆
さ
ま
の
ご
健
勝
を

ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

　
栃
木
市
の
合
併
に
伴
い
、
６
つ
の
セ
ン
タ
ー

が
統
合
さ
れ
た
公
益
社
団
法
人
栃
木
市
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が
誕
生
し
、
10
周
年
を
迎

え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
を
心
か
ら
お
喜
び
申
し
上

げ
ま
す
。

　
現
在
、
県
内
２
番
目
の
会
員
数
と
事
業
規
模

を
誇
る
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、
地
域
社
会
の
ニ
ー

ズ
に
応
え
、
高
齢
者
の
社
会
参
加
を
促
進
し
、

大
き
な
成
果
を
挙
げ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
も
ひ
と
え
に
野
尻
理
事
長
始
め
、
８
０

０
人
を
超
え
る
会
員
や
こ
れ
ま
で
の
役
職
員
の

皆
様
が
、
一
丸
と
な
っ
て
努
力
を
重
ね
て
こ
ら

れ
た
賜
で
あ
り
、
改
め
て
敬
意
を
表
し
ま
す
と

と
も
に
、
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
近
年
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
会
員
数

の
減
少
や
会
員
の
平
均
年
齢
の
上
昇
が
見
ら
れ

受
注
や
就
業
の
あ
り
方
に
も
工
夫
が
求
め
ら
れ

て
お
り
ま
す
。
連
合
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、

こ
れ
か
ら
も
高
齢
者
が
生
き
生
き
と
働
き
な
が

ら
、
仲
間
づ
く
り
や
健
康
づ
く
り
が
で
き
る
セ

ン
タ
ー
で
あ
り
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
皆
様
と
と

も
に
取
り
組
ん
で
参
る
所
存
で
す
。

　
栃
木
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
ま
す
ま

す
の
発
展
と
、
皆
様
方
の
ご
健
勝
、
ご
活
躍
を

心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

Ⓒ2014 栃木市 とち介

朝焼けの富士



生　き　が　い（５）
｢

交
流
を
求
め
て｣
【
10
周
年
に
寄
せ
て
、
会
員
か
ら
の
投
稿
欄
】

大
平
地
域

　
　
　
成　
瀬　
冨
美
男

｢

10
周
年
記
念
に
寄
せ
て｣

都
賀
地
域　

　
　
川　
又　
正　
夫

　
栃
木
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が
統
合
さ
れ
て

10
年
を
迎
え
ま
し
た
。地
域
班
の
活
動
は
、今
も
各

地
域
毎
に
実
施
さ
れ
、全
体
で
開
催
さ
れ
て
い
る
の

は
、カ
ラ
オ
ケ
交
流
大
会
と
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
交
流

大
会
の
２
イ
ベ
ン
ト
だ
け
で
す
。カ
ラ
オ
ケ
大
会
は
、

平
成
25
年
２
月
今
泉
町
の
泉
寿
園
で
第
１
回
が
開

催
さ
れ
好
評
を
博
し
、第
３
回
目
か
ら
は
場
所
を
千

塚
町
の
福
寿
園
に
移
し
て
第
７
回
ま
で
継
続
し
て
ま

い
り
ま
し
た
が
、第
８
回
は
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
防
止
の

た
め
中
止
と
な
り
ま
し
た
。ま
た
、グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
大
会
は
平
成
27
年
11
月
大
平
町
の
専
用
会
場
で

第
１
回
を
実
施
す
る
予
定
で
し
た
が
天
候
が
悪
く
、

12
月
に
延
期
と
な
り
暮
れ
の
慌
た
だ
し
い
時
期
の
開

催
と
な
り
ま
し
た
。

　
実
施
す
る
季
節
が
秋
の
た
め
と
、屋
外
で
の
プ

レ
ー
の
た
め
、い
つ
も
天
候
に
悩
ま
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、雨
天
で
も
開
催
で
き
る
場
所
が
な
い
か
と

検
討
し
た
結
果
、第
３
回
目
か
ら
は
泉
川
町
の
屋
内

運
動
場（
ス
パ
ー
ク
栃
木
）で
継
続
し
て
実
施
し
て
お

り
ま
す
。昨
年
は
コ
ロ
ナ
禍
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た

が
、天
候
に
も
恵
ま
れ
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
参
加
者
全
員

和
気
あ
い
あ
い
の
中
プ
レ
ー
で
き
ま
し
た
。

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、職
種
ご
と
で
の
仕

事
に
な
る
た
め
、同
じ
地
域
内
で
も
同
職
以
外
の
会

員
は
顔
も
知
ら
な
い
と
い
う
の
が
現
状
で
、各
地
域

班
で
企
画
す
る
イ
ベ
ン
ト
な
ど
参
加
す
る
会
員
は

毎
回
同
じ
顔
。ま
し
て
や
セ
ン
タ
ー
全
体
で
の
イ
ベ

ン
ト
と
も
な
る
と
こ
れ
ま
た
同
じ
顔
。交
流
イ
ベ
ン

ト
が
カ
ラ
オ
ケ
、グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
と
限
定
さ
れ
て

い
る
の
も
一
因
と
思
わ
れ
ま
す
が
、地
域
ご
と
の
縦

横
の
絆
を
大
切
に
、セ
ン
タ
ー
全
体
の
融
和
協
調
に

会
員
皆
さ
ん
が
大
勢
参
加
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
を
企

画（
例
え
ば
広
報
紙
な
ど
を
見
る
と
会
員
個
人
で

多
種
多
様
な
趣
味
を
持
っ
て
お
ら
れ
る
こ
と
な
ど

か
ら
、「
趣
味
生
き
が
い
展
示
会
」、「
そ
ば
打
ち
交
流

会
」「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
兼
花
鑑
賞
会
」な
ど
）し
て
は
い

か
が
で
す
か
。い
ず
れ
に
し
て
も「
ま
た
同
じ
顔
」に

な
ら
な
い
よ
う
会
員
皆
さ
ん
か
ら
ア
イ
デ
ア
を
教
え

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
仕
事
の
中
に「
憩
い
の
場
」を
設
け
て
は
い
た
だ
け

ま
せ
ん
か
。

　
こ
の
度
は
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
統
合
10
周

年
を
お
迎
え
さ
れ
ま
し
た
こ
と
誠
に
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
現
在
つ
が
の
里
フ
ァ
ミ
リ
ー
パ
ー

ク
プ
ラ
ザ
の
管
理
事
務
所
に
三
人
の
交
替
制
で
就

業
し
て
お
り
ま
す
。
私
も
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
生
活
45

年
勤
め
あ
げ
63
才
で
リ
タ
イ
ア
、
知
人
の
勧
め
も

あ
り
シ
ル
バ
ー
人
材
の
会
員
と
な
り
ま
し
た
。
３

年
目
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
が
、
月
７
日
前

後
の
勤
め
と
健
康
管
理
の
観
点
か
ら
ジ
ョ
ギ
ン

グ
、
趣
味
の
ゴ
ル
フ
で
ス
ト
レ
ス
発
散
し
て
お
り

ま
す
。
今
後
と
も
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

益
々
の
発
展
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

｢

栃
木
市
シ
ル
バ
ー
統
合
10
周
年
に
想
う｣

岩
舟
地
域　

　
　
中　
島　
幸　
雄

　
東
日
本
大
震
災
や
災
害
の
多
か
っ
た
平
成
、そ
し

て
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
に
苦
し
む
令
和
へ
と
、時
代
を

生
き
続
け
た
人
生
で
す
が
、楽
し
い
事
も
辛
い
事
も

多
く
あ
り
ま
し
た
。

　
統
合
前
の
岩
舟
町
シ
ル
バー
人
材
セ
ン
タ
ー
時
代

に
会
員
と
な
り
、10
年
の
月
日
が
経
ち
ま
し
た
。多

く
の
仲
間
が
出
来
、日
々
明
る
く
、楽
し
く
、元
気

に
、健
康
に
過
ご
す
事
が
出
来
て
い
ま
す
。

　
日
光
東
照
宮
へ
の
バ
ス
旅
行
や
カ
ラ
オ
ケ
大

会
、
奉
仕
活
動
、
そ
し
て
軽
ト
ラ
市
へ
の
出
店

等
、
す
べ
て
が
楽
し
い
行
事
で
、
仕
事
の
大
変
さ



生　き　が　い （６）

を
忘
れ
る
時
間
で
し
た
。

　
あ
し
た
の
事
は
分
か
ら
な
い
が
、
５
年
前
、
10

年
前
の
事
は
昨
日
の
様
に
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
シ
ル
バ
ー
仲
間
の
み
な
さ
ん
と
元

気
で
楽
し
く
、
前
向
き
に
健
康
で
過
ご
せ
る
よ

う
、
一
会
員
と
し
て
感
謝
の
心
で
が
ん
ば
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

｢

12
年
を
振
り
返
っ
て｣栃

木
地
域　

　
　
紺　
野　
美 
智 

子

　
平
成
元
年
夫
の
転
勤
で
岩
舟
町
に
来
ま
し
た
。

　
小
さ
か
っ
た
子
供
た
ち
の
遊
び
場
は
「
三
毳

山
、
渡
良
瀬
遊
水
地
付
近　
岩
船
山
」
で
し
た
。

新
鮮
で
安
い
野
菜
や
果
物
を
売
っ
て
い
る
三
毳
山

周
辺
は
ま
だ
整
備
さ
れ
て
い
な
く
、
三
毳
山
で
の

藪
漕
ぎ
、
栗
拾
い
、
ツ
ル
を
ブ
ラ
ン
コ
に
し
た
遊

び
は
子
供
に
と
っ
て
最
高
の
遊
び
場
で
し
た
。
息

子
は
大
平
幼
稚
園
に
通
い
、
２
年
目
に
栃
木
市
内

に
越
し
ま
し
た
が
、
娘
は
４
年
間
岩
舟
体
育
館
で

剣
道
を
習
い
１
級
を
と
る
事
が
で
き
ま
し
た
。
岩

舟
駅
か
ら
太
平
山
の
尾
根
歩
き
を
家
族
で
楽
し
み

３
.
４
年
前
ま
で
は
、
家
族
４
人
で
、
自
宅
か
ら

歩
い
て
太
平
山
初
詣
が
恒
例
で
し
た
。
こ
の
自
然

が
豊
富
な
栃
木
市
で
育
っ
た
娘
は
沖
縄
の
フ
ル
マ

ラ
ソ
ン
を
走
り
、
息
子
は
高
校
で
ラ
グ
ビ
ー
部

を
。
運
動
オ
ン
チ
の
親
と
し
て
は
大
変
感
謝
を

し
て
い
ま
す
。

 

栃
木
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
お
世
話
に

な
っ
て
早
い
も
の
で
、
今
年
で
12
年
目
に
な
り

ま
す
。
初
め
て
の
仕
事
は
市
民
会
館
で
「
介
護

の
講
習
」
の
受
付
で
し
た
が
、
そ
の
時
の
縁
で

国
際
交
流
協
会
の
事
務
所
の
留
守
番
や
パ
ソ
コ

ン
入
力
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
６
年
位
や
り
ま
し

た
。
そ
の
間
も
シ
ル
バ
ー
の
仕
事
、
特
に
『
軽

度
生
活
援
助
』
の
仕
事
と
し
て
、
10
件
く
ら
い

の
お
宅
の
掃
除
や
草
む
し
り
を
し
て
仕
事
の
後

は
お
喋
り
。
こ
の
経
験
は
と
て
も
勉
強
に
な

り
、
将
来
生
活
す
る
上
で
の
と
て
も
良
い
ヒ
ン

ト
に
な
り
ま
し
た
。

　
昨
年
は
、
我
が
家
の
障
子
の
貼
替
え
を
大
小

合
わ
せ
て
17
枚
、
シ
ル
バ
ー
に
お
願
い
し
ま
し

た
が
、
１
日
で
ア
ッ
と
い
う
間
に
仕
上
が
り
、

滑
り
や
す
く
調
整
も
し
て
く
れ
て
、
部
屋
が
と

て
も
明
る
く
な
り
ま
し
た
。
夫
と
た
っ
た
２
枚

の
障
子
貼
り
を
や
る
の
に
四
苦
八
苦
し
て
い
た

の
で
、
も
っ
と
早
く
頼
め
ば
良
か
っ
た
と
つ
く

づ
く
思
い
ま
し
た
。
山
車
会
館
前
で
の
イ
ベ
ン

ト
で
は
事
務
所
の
皆
さ
ん
と
「
Ｐ
Ｒ
チ
ラ
シ
」

を
配
り
ま
し
た
が
、
会
員
募
集
は
勿
論
で
す

が
、
皆
さ
ん
に
も
っ
と
も
っ
と
「
シ
ル
バ
ー
人

材
を
利
用
し
て
欲
し
い
」
と
思
い
な
が
ら
配
ら

せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　
昨
年
は
〝
マ
ス
ク
の
検
品
〞
の
仕
事
を
沢
山

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
１
日
６
人
態
勢
で

の
仕
事
は
、
和
気
あ
い
あ
い
で
、
と
て
も
楽
し

く
、
「
健
康
で
あ
る
」
「
や
る
事
が
あ
る
」
幸
せ

を
つ
く
づ
く
感
じ
ま
し
た
。
仕
事
だ
け
で
は
な
く

地
域
班
の
係
等
、
色
々
と
経
験
を
さ
せ
て
頂
き
、

会
員
同
士
で
「
食
事
会
・
旅
行
な
ど
」
シ
ル
バ
ー

人
材
に
入
会
し
て
良
か
っ
た
と
つ
く
づ
く
思
う
こ

の
頃
で
す
。



生　き　が　い

会
員
か
ら
の
投
稿
欄

（７）

　「　近　況　」　
大塚 千鶴子（西方）

　15年間の一人暮らしも終止符
を打ちました。プログラマーで
もある息子が川崎から、コロナ
避難をしたので”ばあや”業も何
となく忙しくなりました。しば
らくの間は、故郷に居るようで
すからできる事は手助けしたい
と思っています。

　我が｢こころの風景｣
　　　　　　　－故郷いわての一本桜－

畠山 春男（大平）
　再開したＮＨＫ番組の日本縦断こころの旅を楽しみに
視聴しています。この写真の上は、全国的に有名な小岩井
農場の一本桜、下は岩手県八幡平市七時雨山（ななしぐ
れ）の一本桜です。七時雨の桜は、山の丘陵にひっそり咲
いています。付近には、温泉がありロッジの薪ストーブを囲
み支配人の作るあったかいコーヒーがとてもおいしく心を
和ませてくれました。平成14年５月に帰省した時の写真で
すが、あれから18年ほど過ぎコロナ騒動が収束したら是
非もう一度行ってみたい我が｢こころの風景」です。

　「　陶　芸　」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　清水 糸子（栃木）
　30代の頃、今市の体験村ファミテック明神で陶芸手ひねりの体験で焼物に触れ「橋本誠先
生：今時珍しく薪で窯焼きをする陶芸家」に教わり、６年前よりシルバー大学の教室をOBとして
仲間達と楽しみながら作品を作っています。



生　き　が　い （８）

　栃木市シルバー人材センターでは、地域社会への貢献と、住みよい街づくりを目指し、
密にならないよう気をつけながら令和２年度もボランティア活動に取り組みました 。

　昨年コロナ禍の続く中、栃木地域班のボランティア活動は「巴波川清掃」を実施しました。天候に
も恵まれ、マスク手指の消毒を実施しての作業に多くの参加者があり感謝しております。地域班の行
事が中止となる中、唯一の行事となりました。例年に比較をしてかなり少ない量でしたが、毎年活動
することにより近隣住民の意識が高揚しているのではないかと思われます。これからもボランティア
活動を持続することにより地域貢献を続けて行きたいと思いますので、ご協力お願いします。

（大関 晃一：栃木）

【岩舟：10/24(土)　静和地区公民館の植木剪定、草刈り、草取り　３５名参加】

【栃木：11/26(木)　巴波川清掃　６２名参加】

【大平：12/3(水)　大平北路線周辺（運動公園、大平中学校前）清掃　４６名参加】

　



生　き　が　い（９）

　西方地域班では、12/9（水）に毎年恒例のボランティア活動で、西方ふれあいパークを清
掃しました。会員32名と職員3名、計35名参加しました。通常であれば、皆様の親睦も兼
ね、和気あいあいとボランティアを行う所でしたが、コロナ禍の折、マスク着用、適度な距離間
をお願いし、不自由をお掛けしましたが有意義な活動となり、とてもきれいになりました。

　（益子　實：西方）

【藤岡：12/5(土)　渡良瀬運動公園の周辺道路清掃　４５名参加】

【都賀：12/6(日)　つがの里清掃　２５名参加】

【西方：12/9(水)　西方ふれあいパーク清掃　３５名参加】



生　き　が　い （10）

★
北
部
事
業
所
の
移
転
に
つ
い
て

事
務
局
だ
よ
り

　
栃
木
市
の
公
共
施
設
適
正
配
置
計
画
及
び
、
総
合

支
所
複
合
化
基
本
方
針
に
よ
り
、
都
賀
地
区
で
は
令

和
６
年
７
月
開
設
を
目
標
に
、
新
た
な
複
合
施
設
の

整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
セ
ン
タ
ー
北
部
事
業
所
が

入
居
し
て
い
る
都
賀
保
健
セ
ン
タ
ー
も
建
設
工
事
の

た
め
に
解
体
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
代
替
事
務
所
に
つ
い
て
複
数
の
候
補
の
中
か
ら

様
々
な
条
件
を
も
と
に
検
討
し
た
結
果
、
こ
れ
ま
で

の
西
方
連
絡
所
を
都
賀
地
域
の
業
務
を
併
せ
て
行
う

北
部
事
業
所
と
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
３
月
１

日（
月
）か
ら
新
事
業
所
で
業
務
を
開
始
し
ま
す
の
で

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

住
所　
西
方
町
金
崎
９
–
１

　
　
　
　
西
方
さ
く
ら
ホ
ー
ム
内

☎ 

９
２
–
８
３
９
０　
Ｆ
Ａ
Ｘ 

９
２
–
８
４
９
４

★
移
転
説
明
会
の
模
様
と
内
容

　
１
月
27
日（
水
）都
賀
保
健
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
、
川
俣
理
事
、
森
田
理
事
を
は
じ
め
都
賀
地
域

の
会
員
25
名
の
参
加
で
北
部
事
業
所
移
転
説
明
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
事
務
局
か
ら
移
転
に
つ
い
て

の
説
明
の
後
、
会
員
の
皆
さ
ん
と
意
見
交
換
を
行

い
ま
し
た
。

　
移
転
に
伴
い
何
か
と
ご
不
便
を
お
掛
け
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
が
、
な
る
べ
く
利
便
性
の
低
下
を

招
か
な
い
よ
う
配
慮
す
る
と
い
う
こ
と
で
ご
理
解

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
当
日
参
加
で
き
な
か
っ
た

会
員
も
含
め
、
説
明
会
報
告
書
を
都
賀
地
域
の
全

会
員
へ
郵
送
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
西
方
地
域
対
象
の
説
明
会
は
、
コ
ロ
ナ

禍
の
状
況
を
考
慮
し
て
開
催
は
控
え
た
い
と
の
声

が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
説
明
会
は
開
催
せ
ず
、
今
回

の
都
賀
地
域
説
明
会
の
報
告
書
を
西
方
地
域
の
全

会
員
へ
郵
送
す
る
こ
と
で
開
催
に
替
え
ま
し
た
。

★
令
和
３
年
度
配
分
金
基
準
単
価
の
改
定

　
令
和
２
年
10
月
１
日
よ
り
、
栃
木
県
最
低
賃
金

が
８５４
円
に
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
に
お
い
て
も
最

低
賃
金
を
尊
重
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま

す
。
総
務
委
員
会
で
協
議
し
、
理
事
会
に
お
い
て

決
定
し
た
配
分
金
基
準
単
価
は
、
令
和
３
年
４
月

１
日
よ
り
改
定
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
改
定
す
る
主
な
業
務

　
・
一
般
事
務
、
施
設
管
理（
17
時
ま
で
）、屋
内
外

　
　
の
清
掃
、
家
事
援
助
、
調
査
・
配
布
、

　
　
そ
の
他
軽
作
業

　
　
改
定
前
：
８５３
円

　
　
改
定
後
：
８５４
円

★
今
後
の
行
事
予
定

　
○
各
地
域
班
総
会　
　
（
実
施
等
は
未
定
）

　
○
令
和
３
年
度
総
会　
６
月
21
日（
月
）予
定　

さくらホーム



生　き　が　い（11）

★
Ｐ
Ｒ
活
動

　
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
栃
木
市
内
の
イ
ベ
ン
ト
等
が
ほ

ぼ
中
止
と
な
り
、
シ
ル
バ
ー
セ
ン
タ
ー
の
Ｐ
Ｒ
活
動

を
す
る
場
が
少
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の

よ
う
な
中
で
も
今
年
度
は
、
10
月
10
日（
土
）新
生
栃

木
市
10
周
年
記
念
行
事
の
と
ち
ぎ
人
形
山
車
展
示
イ

ベ
ン
ト
、
12
月
５
日（
土
）「
ど
田
舎
に
し
か
た
祭

り
」
の
２
回
、
参
加
し
ま
し
た
。
広
報
女
性
委
員
を

中
心
に
チ
ラ
シ
と
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
配
り
な
が
ら
、
会

員
勧
誘
と
仕
事
の
紹
介
を
し
ま
し
た
。

★
刃
物
研
ぎ

★
植
木
の
剪
定
講
習
会

　
令
和
３
年
１
月
よ
り
、
刃
物
研
ぎ
の
会
場
が
変

わ
り
、
キ
ョ
ク
ト
ウ
と
ち
ぎ
蔵
の
街
楽
習
館
シ
ル

バ
ー
セ
ン
タ
ー
作
業
場
前
と
な
り
ま
し
た
。
事
前

に
チ
ラ
シ
等
で
周
知
し
て
い
た
事
も
あ
り
、
多
く

の
お
客
様
が
来
場
さ
れ
賑
わ
い
ま
し
た
。

　
令
和
３
年
２
月
３
日（
水
）旧
栃
木
市
市
民
会
館

に
て
、
新
た
に
植
木
手
入
れ
に
従
事
す
る
事
を
希

望
す
る
会
員
や
、
既
に
従
事
し
て
い
て
技
術
の
向

上
を
希
望
す
る
会
員
を
対
象
に
、
松
を
教
材
に
し

て
、
植
木
に
関
す
る
正
し
い
知
識
、
手
入
れ
の
技

術
、
維
持
管
理
方
法
及
び
安
全
就
業
に
つ
い
て
の

講
習
を
開
催
し
ま
し
た
。



令和3年1月末現在

※コロナ禍の影響で、公共・民間ともに施設管理業務の削減やイベント等が中止となり、大幅な収益減となった。

生　き　が　い （12）

統計速報

事故速報 地区別会員数

令和２年度事業実績（令和2年4月～令和3年1月）

10 0 10 0 10 0

13 13 0
23 023 0 10 0

16 1 15 0 14 2
12 012

28 1 15 0 226
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令和２年10月実施の安全
パトロールの様子
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105,998,510

179,770,242

118,549,857
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298,652,079

404,650,589

430,343,732

-25,693,143

-6.0%

-3.5%

-6.8%
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8,900,910

15,432,097

8,811,404

2,980

24,246,481

33,147,391

35,539,520

-2,392,129

-6.7%

-4.0%

-7.7%
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7,737,052

9,251,259

21,590,364

26,500

30,868,123

38,605,175

38,176,720

428,455

1.1%

3.8%

0.5%
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89,360,548

155,086,886

88,148,089

302,500

243,537,475

332,898,023

356,627,492

-23,729,469

-6.7%

-4.0%

-7.6%
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20,359

36,200

18,104

48

54,352

74,711

81,377

-6,666

-8.2%

-6.5%

-8.8%

1,436

2,328

5,439

11

7,778

9,214

9,456

-242

-2.6%

-1.7%

-2.7%

765

776

-11

-1.4%


